
東北農政局の概要

令 和 ５ 年 ６ 月

農林水産省東北農政局



１ 沿革
明治１４年（1881年） 農商務省設立
大正１４年（1925年） 農林省、商工省に分割
昭和５３年（1978年） 農林水産省に名称変更

２ 組織
本省（約５千人）と地方機関（約１万５千人）で構成され
総定員数は約２万人です。

農林水産省の概要
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農林水産省の組織（本省）
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本 省

消費・安全局

輸出・国際局

農産局

畜産局

経営局

農林水産技術会議事務局

大臣官房

新事業・食品産業部 統計部 検査・監察部

・基本的な政策の企画立案…基本計画、法令、予算、国会、広報など

・食の安心・安全を確保…食育、食品表示、食品安全政策、植物防疫、動物衛生など

・畜産の振興…畜産の生産基盤強化、飼料の安定供給、畜産物消費の推進など

・経営の支援…担い手、新規就農、農地政策、農業金融、農協、農業保険など

・試験研究の推進…試験研究計画の策定、試験研究支援など

・林業・木材産業の振興、森林の整備、国有林の管理・経営

・水産業の振興、水産物加工・流通、水産資源の管理、漁港・漁協整備

農村振興局 ・農村の振興…土地利用の計画、地域振興、都市農村交流、農業農村整備など

林野庁

水産庁

・輸出の促進・国際関係… 輸出政策、関税、国際協定、知的財産の活用など

・耕種農業の振興…品種別生産対策、生産技術の普及、環境保全型農業、米政策、
経営所得安定化対策など



農林水産省の組織（地方出先機関等）

漁業調整事務所

植物防疫所

動物検疫所

動物医薬品検査所

農林水産政策研究所

地方出先機関等

地方農政局

森林管理局

・食料・農業・農村に関する施策の普及・地域の実態の把握等

・国有林の管理

・外国漁船及び我が国漁船の指導取締り、水産動植物の繁殖保護

・植物の輸入検疫、輸出検疫、調査業務

・輸出入動物及び畜産物等の検査

・動物用医薬品の品質確保・承認審査

・農林水産政策上の課題や政策展開についての調査研究
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東北農政局の役割
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地方農政局は、農林水産省の使命である「生命を支える『食』と安心して暮らせる『環境』を未
来の子供たちに継承していく」ために様々な施策を全国の現場において実践しています。

その中でも東北地域は、北海道に次ぐ耕地面積を有し、水稲の収穫量では全国の約４分の
１を占める「米どころ」であるほか、畜産、野菜、果樹、特産物の生産も盛んで“食料供給基
地”と言うこともできます。

東北農政局は、このように日本の食料、農業、農村の振興に重要な地域において、農業者を
はじめ、関係機関とも連携しながら重要な施策を推進するとともに、さらに必要な施策があれ
ば策定されるよう現場からの声をくみ上げ本省に伝える役割を担っています。

加えて、東日本大震災における福島県の原子力被災12市町村の営農再開を加速化する
ため、震災復興室を福島県富岡町に設置しサポート体制を強化するとともに、12市町村に
職員を派遣するなど震災復興を担っています。

また、東北各地に事務所を設置し、生産の基盤となる農地・農業用施設の整備も盛んに
進んでおり、基盤整備を実施している地区数は、全農政局の中でも一番多くなっていま
す。



地方農政局

総務部

消費・安全部

生産部

経営・事業支援部

農村振興部

企画調整室

農林水産省の組織（東北農政局）

・局内の総合調整、総合的な政策の企画及び立案、震災復興、防災･災害、広報

・食の信頼・安全確保、米穀の適正流通に関する立入検査、食育の推進

・輸出促進、６次産業化、再生可能エネルギー、農業経営、法人化、農地政策、新規就農

・農畜産物の生産振興、技術普及、生産資材、環境保全型農業、経営所得安定対策

・地域振興、都市農村交流、農泊、農福連携、多面的機能、土地改良事業

統計部 ・農林水産業、農林漁家に関する統計の作成及び分析･提供

・庶務、人事、経理、福利厚生、国有財産の管理

県域拠点（青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島） ・農政全般について「現場に伝える」「現場から汲み上げる」
「現場と共に解決する」機能を担う

国営土地改良事業所（管内15ヶ所） ・農地整備や農業用用排水施設等の整備を行うための計画･調査
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震災復興室（福島県富岡町） ・原子力被災12市町村の営農再開を支援



企画調整室

農政局が所掌する各種施策に関する企画･総合調整、広報･報道活動、農畜産物、農地農業施設
等の災害発生状況及び対策のとりまとめ、農政全般に関する情報発信・収集・相談対応の業務を
行っています。

総務部

総務課

会計課

・公文書管理、人事、服務、研修及び福利厚生、情報システムの整備・管理

総 務 部

公文書管理、職員の人事･給与･福利厚生、一般会計･特別会計の経理、国有財産の管理などに
関する業務を行っています。

・入札・契約、歳入･歳出、補助金等の経理、物品の購入･管理、国有財産の管理、宿舎管理
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消費生活課

米穀流通・食品表示監視課

農産安全管理課

畜水産安全管理課

消費・安全部

・食の安全に関する情報提供・普及啓発、食育の推進、消費者相談への対応

・米トレーサビリティ法、食品表示法、食糧法等に基づく普及・啓発、食品表示に関する相談受付

・農薬・肥料の安全性確保、土壌汚染の防止・除去、病虫害の防除対策

・飼料・動物用医薬品・ペットフードの安全性確保、牛トレーサビリティ

農場から食卓までの安全管理の徹底を通じた食品の安全性の向上や、食品表示の適正化による
消費者への的確な情報の伝達・提供、食育の推進等に取り組んでいます。

消費・安全部

【食品表示】
・食品表示に関する監視等

【農薬】
・農薬の登録制度
・販売や使用の規制 【消費者への情報提供】
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生産振興課

業務管理課

園芸特産課

畜産課

生産技術環境課

生 産 部

・米・麦・豆類など主要農作物の生産・流通の改善等に関する指導・助成

・主要食糧の売買管理、米穀の輸出入数量の届出の管理

・野菜、果樹、花きその他園芸作物の振興、野菜価格安定対策

・畜産の振興、畜産経営の改善、畜産物の流通・消費に関する指導･助成

農産物・畜産物の生産振興、各種生産技術対策や環境保全型農業の推進、経営所得安定対策の
推進などに関する仕事を行っています。

生産部

・生産資材のコスト削減・スマート農業の促進、環境保全型農業の促進、地球温暖化対策

【次世代施設園芸】
・IT技術により自動化された

栽培システム

【環境保全型農業】
・環境への負担軽減
・農産物の付加価値化

【生産振興】
・品目別の振興

経営政策調整官 ・経営所得安定対策の推進



経営・事業支援部

農業経営の改善・安定、輸出の促進、農林漁業の６次産業化や農商工連携の推進、食品産業の
育成・振興、農地政策の推進、新規就農の促進や女性の活躍推進等の事務を行っています。

経営・事業支援部

輸出促進課

食品企業課

農地政策推進課

経営支援課

・農業担い手の育成、農業経営の改善･安定

・農林水産物・食品の輸出促進

・食品産業の育成振興、バイオマス・再生可能エネルギーの利活用の促進

・農地の権利移動等農地関係の調整、農地流動化の推進、国有農地の管理

・新規就農の促進、女性の就農促進、農業経営体の育成・支援

担い手育成課

【女性就農者への支援】
・女性向けの支援施策の実施
・農業女子プロジェクト

【新規就農・経営支援】
・就農準備～就農初期段階まで

総合的にサポート

【人・農地プラン】

・地域の人と農地の問題について
徹底的に話し合い

【GIマーク】
・産品の確立した特性と地域との
結び付きが見られる真正な地理
的表示産品 9



設計課

農村計画課

都市農村交流課

土地改良管理課

農村振興部

・土地改良事業の計画、工事設計

・農地転用、農泊、多面的機能発揮の
促進

・土地改良の指導･監督

・土地改良事業に要する土地等の買収・
使用やこれに伴う損失補償

農地や農業用水等の保全管理・整備、都市と農山漁村の交流、農業農村の多面的機能の保全な
ど、ハ－ド及びソフトの両面から総合的に農村の振興を図る取組に関する仕事を行っています。

農村振興部

農村環境課

事業計画課 ・土地改良事業地区の調査・計画作成

・農道の整備事業、多面的機能の保全

水利整備課

農地整備課

・土地改良事業の環境評価、生物多様性、
鳥獣被害対策

用地課

・農山漁村活性化対策

・災害復旧事業、地すべり対策事業

地域整備課

・かんがい排水事業の実施

10（提供：国土地理院）

農地の復旧事例（仙台市）
【復旧状況（28年7月撮影）】【被災状況（23年5月撮影）】

（提供：仙台市）

ポンプ設備の据付土木工事及び建築工事

かんがい排水事業の例（排水機場の工事）

稲の収穫交流会

(大崎市) (仙北市)

農山漁村の活性化の例

防災課

・都市農村交流、農山漁村の６次産業化、
地産地消、農福連携



統 計 部

農林水産行政に必要な農林水産業及び農林漁家に関する統計調査の実施やとりまとめ、報告書
の作成を行っています。

・統計事務に関する管内の指導、調整及び広報

調整課

統計企画課

・部内の総合調整

・農林水産物の生産、流通、加工及び消費に関する統計の作成生産流通消費統計課

経営･構造統計課

統計部

・農林水産業者の経営調査
・農林水産業の基本構造に関する統計の作成
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【生産統計】
水稲作況調査

・茎数・穂数調査 ・脱穀作業 ・もみすり作業 ・粒数計測作業


